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病院の理念

職員が働きたい、働いてよかった、

患者さんがかかりたい、かかってよかった

地域が在って欲しい、在るので安心

といえる医療をおこなう。

地域の皆さまと共に
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Ⅰ
　
造
る

　
　
　
　
　
院
長
　
飯
田
　
修
平

　

地
域
の
皆
様
へ
　

　
造
　
る

　
　
　
職
員
・
患
者
・
地
域
が

　
　
　
　
　
良
か
っ
た
と
い
え
る
病
院
を
造
る
　

　
練
馬
総
合
病
院
で
は
、
病
院
を
挙
げ
て

組
織
的
に
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
年

間
の
統
一
主
題
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
度
の
職
員
研
修
お
よ
び
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活

動
の
統
一
主
題
は
、「
創
る
　
新
病
院
建

設
に
向
け
て
」
で
し
た
。
本
年
度
は
、「
造

る
　
職
員
・
患
者
・
地
域
が
良
か
っ
た
と

い
え
る
病
院
を
造
る
」
と
し
ま
し
た
今
年

は
、
手
造
り
、
造
り
込
む
と
い
う
意
味
を

強
調
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
院
は
、「
職
員
が
働
き
た
い
、
働
い
て

良
か
っ
た
、
患
者
さ
ん
が
か
か
り
た
い
、

か
か
っ
て
良
か
っ
た
、
地
域
が
在
っ
て
欲

し
い
、
在
る
の
で
安
心
、
と
い
え
る
医
療

を
お
こ
な
う
。」
を
経
営
理
念
と
し
て
掲

げ
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
立
派
な
建
物
を
建
て

る
こ
と
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
医
療
を

提
供
す
る
か
で
す
。
つ
ま
り
、
病
院
の
考

え
方
（
理
念
・
目
的
）
を
職
員
が
ど
の
よ

う
に
理
解
し
て
、
実
践
す
る
か
で
す
。
私

た
ち
が
目
指
し
て
き
た
質
の
高
い
、
安
全

か
つ
効
率
的
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
建
物
が
必
要
か
、
望
ま

し
い
か
と
い
う
観
点
で
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
職
員
が
働
き
や
す
い
構
造
、
患
者
さ

ん
が
安
心
し
て
安
ら
げ
る
空
間
、
そ
し
て

円
滑
な
仕
事
の
流
れ
で
す
。

Ⅱ
　
新
病
院
建
築
の
状
況

　
昨
年
９
月
着
工
以
来
、
地
域
の
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
ま
た
、
行
政
、

竹
中
工
務
店
、
ナ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
（
設

計
事
務
所
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
病
院
建
設
は
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
建
設
の
前
後
か
ら
、
社
会
の
様
相
は
著

し
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
直
接
、
間
接

に
病
院
建
設
に
も
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
が
話
題
に

な
っ
た
と
き
に
、
建
設
用
地
の
旧
建
物
の

解
体
が
あ
り
、
町
会
の
皆
様
か
ら
も
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
有

無
を
実
地
調
査
し
、
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
姉
歯
事
件
が
あ

り
、
設
計
士
お
よ
び
建
設
会
社
に
書
類
で

確
認
を
得
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
も
心
配

に
な
り
、
現
場
で
鉄
筋
の
数
を
数
え
ま
し

た
が
、
ま
っ
た
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
冗
談
で
、
私
で
は
な
く
、
都
の
検

査
は
極
め
て
慎
重
か
つ
徹
底
し
て
お
り
、

数
時
間
か
け
て
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
安

心
し
ま
し
た
。

　
運
営
に
関
し
て
は
、
様
々
な
工
夫
と
検

討
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
第
一
は
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
情
報

シ
ス
テ
ム
で
す
。
現
病
院
に
お
い
て
機
能

強
化
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

Ⅲ
　
医
療
制
度
改
革

　
医
療
制
度
改
革
が
急
速
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
“
医
療
費
抑
制
あ
り
き

”
の
議
論
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

危
惧
し
ま
す
。
病
院
、
医
師
が
非
効
率
な

経
営
を
し
て
い
る
、
儲
け
す
ぎ
て
い
る
、

と
い
う
議
論
で
す
。
そ
の
よ
う
な
病
院
や

医
師
が
い
る
こ
と
は
否
定
し
ま
せ
ん
が
、

大
多
数
の
病
院
や
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
従
事
者
は
、
“
ま
と
も
に
”
運
営

し
、仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
極

め
て
劣
悪
な
勤
務
環
境
で
、
過
大
な
責
任

を
負
わ
さ
れ
た
、
運
営
や
業
務
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
有
能
な
人
が
医
療
か
ら
去

り
、
若
者
に
魅
力
が
な
る
こ
と
を
憂
い
ま

す
。
安
心
し
て
医
療
を
提
供
し
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

そ
れ
相
応
の
、
人
的
、
物
的
配
備
が
必
要

で
あ
り
、
相
応
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
診
療
報
酬
改
訂
が
あ
り
ま

し
た
。
病
院
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し
い
改

訂
で
す
。
患
者
さ
ん
に
も
、
負
担
増
と

な
っ
て
現
れ
て
お
り
ま
す
。
６
月
か
ら
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
い
う
、
包
括
支
払
い
制
度
を
実

施
し
ま
す
。
詳
細
は
後
述
し
ま
す
。

Ⅳ
　
近
況

　
３
月
末
に
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
発
表
会
を
行
い
、

遠
方
か
ら
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
活

発
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
入

職
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
血
が
入

り
、

益
々
活
性
化
す
る
と
期
待
し
ま
す
。

　
地
域
・
区
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成１８年４月１日から

　　社会保険診療報酬が

　      　        改定されました
●改定の主な内容は下記のようになります●

医事課窓口医事課窓口

①　初診料・再診料について

②　リハビリについて

③　入院時の食事負担について

④　室料差額の変更

＊初診料　　２,５５０円（改定前）　→　２,７００円（改定後）　　 　

＊再診料　　　　７２０円（改定前）　→　　　７００円（改定後）

＊リハビリが受けられる疾病と期間に制限がかかります（４月１日以前からリハビリを受けられて

　いる患者さんの起算開始日は、発症日ではなく４月１日からとなります）。

　　①運動器疾患は発症より１５０日まで

　　　　　運動器疾患とは、体幹・上・下肢の外傷・骨折、脊髄損傷による四肢麻痺、関節の変性・

　　　　　炎症性疾患、運動器不安定症、熱傷瘢痕による関節拘縮、上・下肢の複合損傷、切断・

　　　　　離断、運動器の悪性腫瘍等です

　　②脳血管障害は発症より１８０日まで

　　　　　脳血管疾患とは、脳血管疾患または、その手術後、脳外傷、髄膜炎、脳炎、脊髄損傷、

　　　　　パーキンソン病、多発性筋炎、多発性硬化症、てんかん重積発作等です　

＊入院時の食事負担が、１日単位から、１食単位に変更されました

　　①　一般の方　　　１日につき７８０円（改定前）　→　１食につき２６０円（改定後)

　　②　市町村民税非課税の世帯に属する方（③以外の方）

　　　　　　　　　　１日につき６５０円（改定前）　→　１食につき２１０円（改定後)

　　③　②のうち、所得が一定の基準に満たない７０歳以上の方等

　　　　　　　　　　１日につき３００円（改定前）　→　１食につき１００円（改定後)　

　　※減額認定証をお持ちの患者さんの料金は、認定証に記載されている金額です　

＊室料差額が変更になりました（４月５日から入院している方が適用となります）

　　＊　特別室　　　２１，０００円（改定前）　→　２１，５００円（改定後)

　　＊　個　室　　　１５，０００円（改定前）　→　１５，５００円（改定後)

　　＊　２人室　　　　８，５００円（改定前）　→　　９，０００円（改定後)
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練
馬
総
合
病
院
で
は
、
平
成
18
年
６
月

よ
り
、
入
院
医
療
費
の
計
算
に
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ

（
診
断
群
分
類
別
包
括
評
価
）」
制
度
、
い

わ
ゆ
る
「
包
括
支
払
い
」
方
式
を
導
入
し

ま
す
。
　
こ
れ
ま
で
、
特
定
機
能
病
院
や

大
学
病
院
な
ど
、
一
部
の
病
院
の
み
で
試

行
的
に
適
用
さ
れ
て
い
た
制
度
で
す
が
、

平
成
18
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ

り
、
手
厚
い
治
療
、
看
護
の
必
要
な
急
性

期
の
医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
一
定
の
基

準
を
満
た
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て
も
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
院
も
Ｄ
Ｐ
Ｃ

の
導
入
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
「
出
来
高
」
方
式
で
は
、
診
療

行
為
毎
に
、
つ
ま
り
、
検
査
、
注
射
、
投

薬
な
ど
の
項
目
一
つ
一
つ
を
積
み
上
げ
て

医
療
費
を
計
算
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
ら
し
い
制
度
で
は
、
患
者
さ
ん
の

病
名
や
合
併
症
、
手
術
、
処
置
内
容
に
応

じ
て
分
類
さ
れ
、
そ
の
分
類
毎
に
１
日
あ

た
り
の
支
払
い
金
額
が
決
ま
り
ま
す 

。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
の

　
　
　    

適
用
に
つ
い
て

　
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
に
お
け
る
１
日
あ
た
り
の

定
額
の
中
に
は
、
入
院
基
本
料
、
検
査
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
注
射
、
投
薬
代
な
ど
が
含
ま

れ
ま
す
。
手
術
、
高
額
な
処
置
、
輸
血
、
内

視
鏡
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
専
門
的
な

技
術
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

「
出
来
高
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
入
院

に
か
か
る
医
療
費
は
、
定
額
分
と
出
来
高

分
と
を
合
わ
せ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

 

な
お
、
す
べ
て
の
病
気
が
Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
定

め
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
従
来
通
り

の
出
来
高
方
式
で
計
算
す
る
病
気
も
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
医
事
課
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
　

　
　
　
　 

Ｑ
＆
Ａ
　

【
質
問
１
】

　
い
つ
か
ら
計
算
方
法
が
変
わ
る
の
で

す
か
？

【
答
え
】
　
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
に
入

院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
平
成
18
年
５
月
31
日
以
前
の
入
院
患

者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
６
月
、
７
月
分
の

医
療
費
は
従
来
通
り
の
「
出
来
高
」
方
式

で
計
算
し
、
８
月
の
医
療
費
か
ら
「
包
括

支
払
い
」
方
式
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
質
問
２
】

　
全
て
の
患
者
さ
ん
が
対
象
と
な
る
の

で
す
か
？

【
答
え
】
　
外
来
の
患
者
さ
ん
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
院
患
者
さ
ん
の
う

ち
、
次
の
場
合
は
こ
れ
ま
で
通
り
出
来
高

払
い
方
式
と
な
り
ま
す
。

　
①
病
名
や
処
置
等
が
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
診
断

群
分
類
に
該
当
し
な
い
方

　
②
自
費
診
療
、
自
賠
責
、
労
災
保
険
適

用
の
方

【
質
問
３
】

　
医
療
費
の
支
払
方
法
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
か

【
答
え
】
　
月
１
回
（
月
末
締
め
）
の
請
求

に
変
更
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
入
院
後
の

経
過
に
よ
り
、
最
終
的
な
診
断
群
分
類
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度

に
お
い
て
は
、
１
回
の
入
院
で
は
ひ
と
つ

の
病
名
（
分
類
）
に
対
す
る
治
療
を
行
う

こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
途

中
で
診
断
群
分
類
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
入
院
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
医
療
費

の
精
算
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
質
問
３
】

　
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
病
院

な
ら
ば
、
ど
こ
で
も
治
療
内
容
、
医
療

費
は
同
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
？

【
答
え
】
　
質
の
高
い
、
標
準
化
さ
れ
た
医

療
を
目
的
と
し
て
で
き
た
制
度
で
す
が
、

病
院
の
機
能
等
を
勘
案
し
て
、
病
院
毎
に

係
数
（
医
療
機
関
別
係
数
）
が
定
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
同
一
の
診
断
・
治
療
で
も

病
院
に
よ
っ
て
医
療
費
の
総
額
が
異
な
り

ま
す
。
治
療
内
容
は
ど
の
よ
う
な
制
度
に

お
い
て
も
、
患
者
さ
ん
の
状
態
と
病
院
お

よ
び
医
師
の
機
能
や
考
え
方
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
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乳がん＆子宮がん検診のお知らせ
（練馬区在住の方へ）

　＜乳がん＞
　■対象者　４０歳以上（平成１７年度に受診した方は受けられません）　

　■受診期間　平成１８年５月～平成１９年１月　　

　　　　　　　　事前に申込が必要です（練馬区医師会医療健診センターへ申込）

　■検診内容　問診・視触診・マンモグラフィ（乳房Ｘ線撮影）検診

　■自己負担　１０００円（検診病院で支払）

　＜子宮がん＞

　■対象者　２０歳以上（平成１７年度に受診した方は受けられません）　

　■受診期間　平成１８年５月～平成１８年１２月

　　　　　　　　申込はいりません

　■検診内容　問診・視診・細胞診

　■自己負担　無料　
※当院では当院独自および、 他の区民検診、

健康診断、 人間・脳ドックも行っています。

１階受付でお問い合せください。

■■新病院　建築ニュース■■

　７月末には5階建の躯体が完成する予定です。

下層から内装、 設備工事が始まり、 11月末に

完成予定です。

＜１階床コンクリート工事＞＜１階床鉄筋工事＞

●●新病院住所：練馬区旭丘１－２４－１　　平成１８年１２月末開院（予定）●●
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「次回のアンケートは、平成１８年７月を予定しています。ご協力お願いいたします。」

　２月１６日と２１の２日間、外来患者さんを対象に『外来アンケート』を実施いたしました。多数の

方々にご協力をいただき、ありがとうございました。アンケート集計結果の一部をご報告いたします。

　当院では、アンケートやご意見箱などで皆様からのご意見をお伺いし、医療の質向上と改善を行い、

安心してかかれる病院づくりを目指しています。改善要望に対しては直ちに対応できることは実施して

います。今後とも、皆様のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。

「外来患者さんアンケート」集計結果「外来患者さんアンケート」集計結果

18.4%

14.6%

26.8%

25.2%

23.9%

18.7%

26.4%

18.5%

28.8%

33.1%

31.9%

37.3%

44.8%

44.4%

37.3%

36.7%

40.6%

38.7%

8.0%

19.2%

2.7%

0.7%

5.9%

2.9%

2.5%

3.3%

1.3%

2.2%

2.9%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病院の清潔度
n=163

待合室について
n=151

受付システム
n=153

医療の質・内容
n=139

医療機器の整備
n=138

病院全体の評価
n=150

満足 一応満足 普通 やや不満 不満

■病院の印象

n=321
良い医者が
いる 9.7%

医療設備が
十分 10.0%

家が近い
32.1%

総合病院
22.4% 医師、診療所

から紹介
6.5%

他の病院の
医師から紹介

5.0%

知っている
医師がいる

5.3%

その他
9.0%

■練馬総合病院を利用された理由は？
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Medical　Qualtity　Improvement

第１０回　医療の質向上活動 （MQI)

発表大会を開催して

　
★
Ｍ
Ｑ
Ｉ
発
表
大
会

　
平
成
18
年
３
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時

か
ら
光
が
丘
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
に
お
い

て
、
第
10
回
医
療
の
質
向
上
活
動
（
Ｍ
Ｑ

Ｉ
）
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
外
部
か
ら
は
町
会
、
患
者
さ
ん
、
病
院

関
係
、
品
質
管
理
実
務
者
・
研
究
者
、
大

学
関
係
、
報
道
等
、
全
国
か
ら
64
名
の
ご

来
賓
と
、
１
０
４
名
の
職
員
が
参
加
し
て

熱
心
な
発
表
や
討
議
、
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
柳
川
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進
委
員
長
の
開
会
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
林
理
事
長
、
飯
田
院
長
が

挨
拶
を
し
、
次
に
来
賓
と
し
て
ご
出
席
さ

れ
た
、
練
馬
区
長
代
理
の
練
馬
区
保
健
福

祉
部
長
犬
塚
隆
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
本
年
の
統
一
主
題
で
あ
る
「
創
る
　
新

病
院
構
築
に
向
け
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

活
動
し
た
８
チ
ー
ム
が
成
果
を
報
告
し
ま

し
た
。
Ｍ
Ｑ
Ｉ
チ
ー
ム
の
他
に
、
創
傷
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
、
薬
剤
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
発
表
が
３
題
あ
り
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
発
表
終
了
後
に
は
、
特
別

講
演
と
し
て
、
東
邦
大
学
医
学
部
社
会
医

学
講
座
　
医
療
政
策
・
経
営
科
学
分
野
　

長
谷
川
友
紀
教
授
か
ら

「
医
療
の
質
を
測

る
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第１０回　医療の質向上活動 （ＭＱＩ） 発表会　演題一覧
【チーム名】 活動主体組織 活動テーマ

【めぐみるく】 放射線科 『放射線検査の完全オーダリング化と運用の構築』

庶務課 『物品管理におけるＳＰＤ構築を目指して』
～物品管理を柔軟かつ円滑に運用するために～【メイプルシフォン】

【地方出身者出稼ぎの会】

医事課

リハビリテーション科

【環・話・和の医療連携
　　　　　　プロジェクト２００５】

【Ｒ．Ｄ】

【アラビアンナイト】 臨床検査科

看護部 『看護計画（看護行為）の説明と同意』
～患者・家族との共有を目指して～

【２００５年問題】

【ＷＥＬＬ　ＢＥＩＮＧ　ＲＨ】

医局

『血液製剤の安全性の確保及び適正使用』
～使用指針に則って～

『入院食事指導の統一』

『急性期病院としての機能をあげるための
数値管理の仕組み』

栄養科

『退院時リハビリテーション指導を確実に実施する』
～指導内容の充実と算定実施を目指して～

『患者を増やす地域医療連携室の再構築』
～紹介患者は予約で安心来院～
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最優秀賞 ： 事務部庶務課　「メイプルシフォン」

　　　　　　 物品管理における SPD 構築を目指して　～物品管理を柔軟かつ円滑に運用運用するために～

優秀賞　 ： 看護部　「地方出身者出稼ぎの会」　

　　　　　　 看護計画 （看護行為） の説明と同意　～患者・家族との共有を目指して～　　　

努力賞　 ： 医局　「２００５年問題」　

　　　　 　急性期病院としての機能をあげるための数値管理の仕組み

努力賞　 ： 医事課 「環 ・ 話 ・ 和の医療連携プロジェクト２００５」　

　　　   　　患者を増やす地域医療連携室の再構築　～紹介患者は予約で安心来院～

院長賞　 ： リハビリテーション科 「WELL　BEING　RH」

　　　　　　退院時リハビリテーション指導を確実に実施する　～指導内容の充実と算定実施を目指して～

特別院長賞　 ： 薬 剤 科 　 金 内 幸 子 　　 医療の質向上を目指した薬剤システムの機能強化

　　　　　　　 看 護 師 　 三 嶋 ミ ナ 子 糖尿病性壊疽患者の創傷管理能力の実態と看護師による

指導の効果に関する研究

外科医師　萬谷京子　 創傷ケアセンターにおける医療の質向上のための

　　 データベース活用　

表彰チーム　　「おめでとうございます！！]

★
各
賞
の
発
表

　
特
別
講
演
が
終
了
し
た
後
、
各
賞
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
は
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進

委
員
長
を
は
じ
め
、
当
院
か
ら
10
名
、
外

部
の
Ｇ
Ｅ
横
河
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
株

式
会
社
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ソ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
本

部
　
島
田
直
広
様
、
株
式
会
社
日
立
国
際

電
気
品
質
保
証
本
部
　
清
水
洋
孝
様
、
２

名
に
よ
っ
て
厳
正
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
賞
受
賞
チ
ー
ム
は
下
記
の
チ
ー
ム
で

す
。
ま
た
、
今
回
は
Ｍ
Ｑ
Ｉ
チ
ー
ム
以
外

の
研
究
発
表
者
に
も
特
別
に
飯
田
院
長
か

ら
院
長
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
に
は
部
屋
を
移
し
て
懇
親

会
を
行
い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
各
ご

来
賓
の
方
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
、
職
員

た
ち
は
今
後
の
医
療
の
質
向
上
活
動
へ
の

意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
発
表
大
会
で
医
療
の
質
向
上
（
Ｍ
Ｑ

Ｉ
）
活
動
は
終
了
し
ま
せ
ん
。《
活
動
↓
発

表
↓
標
準
化
↓
活
動
》
と
続
き
ま
す
。
標

準
化
が
医
療
の
質
を
維
持
す
る
た
め
に
は

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の

ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
発
表
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新入職員

オリエンテーション開催 「よろしくお願いいたします」

　今年も医師、研修医、看護師をはじめとし

て、数十名の新入職員が入職いたしました。

　３月３０日・３１日の２日間でオリエン

テーションを受け、４月３日から各部署に配

属され、先輩たちに負けずと頑張っています。

　一日も早く業務に慣れ、

皆様に認められる成果を

出せるように頑張ります。

どうぞ宜しくお願いいた

します。

　３月３０日練馬総合病院７階講堂に

おいて、創傷ケア講演会を行いました。

　区内診療所の先生方と職員を合わせ

て約４０名が参加しました。講師は、米

国メソジスト病院の足病外科医、李家

中豪先生です。演題名は「創傷ケアに必

要な足の解剖」です。李家先

生は、高校まで横浜におら

れ、米国の大学で勉強され、

医師となられた方です。日本

では足病外科医という専門医

はいません。

　今回は、創傷ケアに重要

な、足の解剖を詳細に解説さ

れました。趾の麻酔法などの

質疑がありました。年に数

回、来日され、当院を訪問さ

れます。その都度、また、毎

月、テレホンカンファレンス

で、当院の外科医、看護師、質

保証室職員と症例検討を行っ

ていただいいております。

　練馬総合病院では３年前か

ら、ミレニア社と提携し、職員をメソジスト病院に研修に派遣し、創傷ケアセンターを設立して運

営しております。創傷ケアセンターでは、６ヶ月以上治癒しない足の創傷を治療しております。糖

尿病、動脈・静脈疾患が主な原因です。他院で切断を宣告されて当センターを受診された患者さん

の多くが、切断を免れております。毎週木曜日、午後予約制で診療しております。足の創傷でお悩

みの方はご相談ください。

創傷ケア

　講演会開催
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● 治験について ●

　
　
治
験
と
は
？

　　
製
薬
企
業
が
開
発
し
た
治
療
効
果
の
期

待
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を
「
く
す
り
」
と
し

て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
人
が
使
っ
た

時
に
安
全
で
効
き
目
が
あ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
こ
れ
を
証
明
す
る
試
験
を
「
臨
床
試

験
」
と
い
い
、
国
か
ら
医
薬
品
と
し
て
認

め
て
も
ら
う
た
め
の
「
臨
床
試
験
」を
『
治

験
』
と
い
い
ま
す
。
現
在
、
み
な
さ
ん
が

使
用
さ
れ
て
い
る
く
す
り
も
治
験
を
へ
て

世
の
中
に
出
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
多
く

の
患
者
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
「
く
す

り
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　
　
く
す
り
の
誕
生
ま
で

　
① 

基
礎
研
究

　
　
　
化
合
物
合
成
…
２
～
３
年

　
② 

非
臨
床
試
験

　
　
　
動
物
実
験
…
３
～
５
年

　
③ 

臨
床
試
験
（
治
験
）

　
　
　
ヒ
ト
対
象
…
３
～
７
年

　
　
　<
第
１
相
試
験>

　
　
　
　
　
安
全
性
の
確
認

　
　
　<

第
２
相
試
験>

　
　
　
　
　
用
法
・
用
量
の
検
討

　
　
　<

第
３
相
試
験>

　
　
　
　
　
効
果
や
安
全
性
確
認

　
　
　
　
　
多
数
の
患
者
さ
ん
が
対
象

　
　
　
　
　
当
院
で
行
わ
れ
て
い
る
治
験

　
　
　
　
　
は
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　　
④ 

国
へ
の
承
認
申
請
と
審
査
…

　
　
　
１
～
２
年

　
こ
こ
で
、
認
め
ら
れ
て
初
め
て
『
く
す

り
』
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
開
発
か
ら
発
売
ま
で
は

10
年
か
ら
そ
れ
以
上
か
か
り
、
特
に
治
験

は
３
～
７
年
と
一
番
長
く
か
か
り
ま
す
。

　
　
治
験
は
ど
こ
で

　
　
　
　
　
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

　　
当
院
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、治
験

は
ど
の
医
療
機
関
で
も
実
施
で
き
る
訳
で

は
な
く
、
設
備
、
医
師
の
専
門
性
等
、
多

数
の
条
件
を
厳
し
く
審
査
し
選
定
さ
れ
た

医
療
機
関
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
治
験
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
？

　
治
験
ご
と
に
症
状
・
検
査
値
な
ど
の
参

加
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
基
準

を
満
た
し
、
説
明
文
書
を
用
い
た
十
分
な

説
明
を
受
け
、自
ら
の
自
由
な
意
思
で
参

加
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
た
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
治
験
に
参
加
し
た
場
合
の

　
　
　
　
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

　　
治
験
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
い
な

い
限
り
、
く
す
り
は
誕
生
し
ま
せ
ん
。
治

験
に
参
加
す
る
と
い
う
事
は
、同
じ
病
気

で
苦
し
ん
で
い
る
人
の
為
に
も
な
り
、
社

会
に
貢
献
す
る
事
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
ま
だ
未
発
売
で
も
、

外
国
で
は
既
に
発
売
さ
れ
て
い
る
場
合
、

一
般
の
方
よ
り
も
早
く
新
薬
を
使
う
事
が

出
来
ま
す
。
な
お
、
治
験
参
加
期
間
中
は

通
常
行
う
診
療
の
他
に
、詳
し
い
検
査
な

ど
も
受
け
る
事
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
検

査
代
や
お
薬
代
な
ど
の
費
用
が
一
部
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
　
治
験
中
に
注
意
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
か
？

　
治
験
薬
の
飲
み
方
や
飲
む
回
数
は
正
確

に
守
る
こ
と
や
、
治
験
薬
以
外
の
く
す
り

を
飲
む
事
や
治
療
を
行
う
場
合
に
は
、
必

ず
担
当
医
師
に
伝
え
る
事
な
ど
の
注
意
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
治
験
に
よ
っ
て
、
ア

ル
コ
ー
ル
や
喫
煙
、
運
動
、
食
事
が
制
限

さ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
　
治
験
参
加
後
、
途
中
で
治
験
を

　
　
　
中
止
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
か
？

　
途
中
で
参
加
を
取
り
や
め
る
事
は
可
能

で
す
。
治
験
を
や
め
た
い
と
思
っ
た
と
き

は
遠
慮
せ
ず
、や
め
た
い
意
思
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

　
治
験
を
や
め
た
場
合
で
も
参
加
さ
れ
た

方
の
病
状
に
応
じ
た
適
切
な
治
療
を
受
け

る
事
が
出
来
ま
す
。
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～ 臨床検査室から ～

● 血液型あれこれ ●

　
　
１
　
Ａ
Ｂ
Ｏ
以
外
の
血
液
型

　　
一
般
に
血
液
型
と
言
わ
れ
て
い
る
、
Ａ

Ｂ
Ｏ
・
Ｒ
ｈ(

Ｄ)

型
は
赤
血
球
の
型
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　
血
液
は
血
球
成
分
（
赤
血
球
・
白
血
球
・

血
小
板
）
と
血
清
（
血
漿
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
血
液
の
型
は
白
血
球
・
血
小
板
に

も
あ
り
ま
す
。

　
単
に
血
液
型
と
い
え
ば
、
赤
血
球
の
型

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
赤
血
球
の
型
で
も

Ａ
Ｂ
Ｏ
・
Ｒ
ｈ(

Ｄ)

以
外
に
数
多
く
存
在

し
ま
す
（
人
の
赤
血
球
膜
に
は
４
０
０
種

類
ほ
ど
の
血
液
型
抗
原
が
あ
り
ま
す
）。

　
た
と
え
ば
１
９
４
０
年
ラ
ン
ド
ス
タ
イ

ナ
ー
と
ウ
ィ
ナ
ー
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

Ｒ
ｈ-

Ｈ
ｒ
式
血
液
型
が
あ
り
、
Ｅ(

ラ
ー

ジ
イ
ー
と
読
み
ま
す)

、
ｅ
（
ス
モ
ー
ル

イ
ー
）、
Ｃ
（
ラ
ー
ジ
シ
ー
）・
ｃ
（
ス
モ
ー

ル
シ
ー
）・
そ
し
て
Ｄ
（
ラ
ー
ジ
デ
ィ
）
と

呼
ば
れ
る
形
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｄ
と
い

う
型
が
、
皆
さ
ん
が
Ｒ
ｈ
（+

）
と
か
Ｒ
ｈ

（-

）
と
呼
ん
で
い
る
物
で
す
。

　
そ
の
他
の
血
液
型
と
し
てK

e
l
l

式
、

Duf
fy

式
、Ki

dd

式
、Xg

式
、Lewis

式
、

P

式
、Lut

her
n

式
、Dieg

o

式
、I

式
、Jr

式
、B

g
式
な
ど
・
・
・
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
に
血
液
型
が
多
い
と
血
液
型
占
い
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
・
・
・
？
？

　
２
　
我
が
国
の
輸
血
用
血
液
の
ラ
ベ
ル

　
異
型
輸
血
の
過
誤
防
止
の
た
め
に
血
液

型
（
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
）
別
に
輸
血
用
血
液
の
ラ

ベ
ル
が
色
分
け
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
４
６
年
国
際
赤
十
字
連
盟
理
事
会

に
お
い
て
、
第
２
時
世
界
大
戦
後
に
お
け

る
平
時
に
お
い
て
国
際
的
救
援
活
動
を
進

め
る
た
め
、
血
液
型
を
示
す
た
め
に
使
用

す
る
カ
ー
ド
の
色
を
統
一
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
も
望
ま
し
い
色
と
し
て
Ｏ
型
は
緑
、

Ａ
Ｂ
型
は
赤
、
Ａ
型
は
黄
、
Ｂ
型
は
白
と

す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
国
の
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
、
様
々
な
変
更
が
さ
れ
て
、
現
在
わ
が

国
に
お
い
て
は
Ｏ
型
は
空
色
、
Ａ
Ｂ
型
は

桃
色
、
Ａ
型
は
黄
、
Ｂ
型
は
白
色
の
ラ
ベ

ル
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

血
液
型
に
か
か
わ
ら
ず
白
色
ラ
ベ
ル
を
使

用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

 

A型

採血 

最終有

４０
O 型Ｄ（Ｒｈ

Ｂ
採血 

最終有効 

４００

Ｂ 型 Ｄ（Ｒｈ

採血 

最終有効

４００
AB Ｄ（Ｒｈ

採血 

最終有効

４００

Ｏ型：空色　 　  　  Ｂ型：白色　　　    Ａ型：黄色　 　 　   ＡＢ型：赤色　
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● おいしく安全な
　　　介護食の調理ポイント●

材料：（２人分）

　　菜の花 （５㎝に切る） １束　　　

　　人参　20ｇ 　　木綿豆腐　40g　

　　練りごま　小さじ１

　　しょう油 小さじ１/2

　　砂糖 小さじ１と1/3

作り方：　
　 　① 菜の花、 人参を熱湯で２分間茹で、 水分を切る

　② 豆腐、 練ごま、 しょう油、 砂糖を練り混ぜ①と和える

　③ 味をととのえて器に盛る

　（１人分：56キロカロリー、 塩分0.2ｇ）菜の花と豆腐の白和え

【
誤
嚥
を
避
け
る
工
夫
】

　
食
べ
物
を
飲
み
込
む
こ
と
が
難
し
く
な

る
嚥
下
障
害
は
、
介
護
高
齢
者
の
食
事
の

重
要
な
注
意
点
で
す
。
食
べ
物
や
飲
み
物

が
気
管
支
や
肺
に
入
っ
て
し
ま
う
と
い
っ

た
、
誤
嚥
の
心
配
の
あ
る
食
材
や
料
理

は
、
と
ろ
み
を
つ
け
た
り
、
ゼ
ラ
チ
ン
で

固
め
た
り
、
細
か
く
切
っ
た
り
し
て
、
安

全
で
食
べ
や
す
い
介
護
食
に
仕
上
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

※
誤
嚥
し
や
す
い
も
の
※

　
①
水
状
の
も
の
（
水
・
お
茶
・
味
噌
汁

な
ど
）

  

②
ス
ポ
ン
ジ
状
の
も
の
（
食
パ
ン
、
カ

ス
テ
ラ
、
高
野
豆
腐
）

　
③
弾
力
の
あ
る
も
の
（
こ
ん
に
ゃ
く
、

い
か
、
た
こ
、
か
ま
ぼ
こ
、
貝
類
、
も
ち
、

麺
類
）

　
④
口
の
中
に
く
っ
つ
く
も
の
（
の
り
、

ワ
カ
メ
、
ウ
エ
ハ
ー
ス
、も
な
か
の
皮
、
花

か
つ
お
）

　
⑤
繊
維
の
多
い
も
の
（
ご
ぼ
う
、
も
や

し
、
と
う
も
ろ
こ
し
）

　
⑥
粉
っ
ぽ
い
も
の
（
焼
き
い
も
、
ゆ
で

卵
の
黄
身
）

  

⑦
酸
味
が
強
い
も
の
（
梅
干
、
酢
の
物
、

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
）
な
ど
で
す
。

※
飲
み
込
み
や
す
い
も
の
※

　
①
ゼ
リ
ー
状
の
も
の
（
ゼ
リ
ー
、
寄
せ

物
、
煮
こ
ご
り
）

　
②
プ
リ
ン
状
の
も
の
（
プ
リ
ン
、
ム
ー

ス
、
茶
碗
蒸
し
、
豆
腐
、
玉
子
と
う
ふ
）

　
③
マ
ッ
シ
ュ
し
た
も
の
（
マ
ッ
シ
ュ
ポ

テ
ト
）

　
④
粥
状
の
も
の
（
粥
、
く
ず
湯
、
煮
込

み
う
ど
ん
）

　
⑤
と
ろ
ろ
状
の
も
の
（
と
ろ
ろ
、
納
豆
）

　
⑥
ポ
タ
ー
ジ
ュ
状
の
も
の
（
ポ
タ
ー

ジ
ュ
、
シ
チ
ュ
ー
）

　
⑦
乳
化
し
た
も
の
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
）
な
ど
で
す
。

【
塩
分
を
減
ら
す
た
め
の
方
法
】

　
①
昆
布
や
か
つ
お
節
、
し
い
た
け
な
ど

の
う
ま
味
を
生
か
す

　
②
香
味
野
菜
や
風
味
の
あ
る
食
材
を
活

用
す
る
（
ゆ
ず
、
ね
ぎ
、
み
ょ
う
が
、
シ

ソ
の
葉
、
カ
レ
ー
粉
、
に
ん
に
く
、
し
ょ

う
が
）

　
③
味
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

【
の
ど
ご
し
を
よ
く
す
る

                  

テ
ク
ニ
ッ
ク
】

　
①
野
菜
の
持
つ
で
ん
ぷ
ん
質
を
利
用
す

る
（
じ
ゃ
が
い
も
、
米
、
南
瓜
、
玉
ね
ぎ
）

　
②
く
ず
粉
、
上
新
粉
を
活
用
す
る

　
③
ゼ
ラ
チ
ン
や
寒
天
を
使
用
し
、
料
理

や
飲
み
物
を
固
め
る

【
食
べ
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、

食
べ
る
人
の
段
階
に
応
じ
た
切
り
方

の
工
夫
】

　
①
食
材
の
繊
維
を
断
ち
切
る
た
め
、

繊

維
に
直
角
に
包
丁
を
入
れ
、
一
口
大
に
切
る

　
②
仕
上
げ
た
料
理
を
刻
み
食
、
超
刻
み

食
、
ミ
キ
サ
ー
食
の
よ
う
に
段
階
を
設
け

る　
以
上
の
事
を
介
護
食
の
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
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このコーナーでは、皆様から寄せられた病気や健康などの質問・疑問に、

それぞれ専門の立場からお答えいたします。

疑問・質問などは・・・

　当院広報委員会に郵送、または E-mail されるか、

院内に設置のご意見箱に投函してください。

E-E-mail ：info＠nerima-hosp.or.jp

　
Ｑ
　
知
人
が
練
馬
総
合
病
院
に
入
院
を
し

て
い
ま
す
。
お
見
舞
い
に
行
き
た
い
の
で

す
が
、
様
子
な
ど
や
詳
し
い
様
態
が
わ
か

ら
な
い
た
め
、
い
つ
頃
行
っ
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
病
院
に
電
話
で
聞
い

て
か
ら
お
見
舞
い
に
行
っ
た
方
が
い
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
45
歳
　
練
馬
区
　
女
性

Ａ
　
入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
状
態
に
つ
い

て
は
、
主
治
医
か
ら
ご
家
族
の
方
に
詳
し

い
説
明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
、
病
状
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
電
話
が
あ
っ
た
り
、
看
護
セ
ン
タ
ー
で

尋
ね
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
家
族

以
外
の
方
へ
の
病
状
説
明
に
つ
い
て
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
原
則
と
し
て

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
お
見
舞
い
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
前
に
、
ま

ず
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
に
様
態
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
な
り
、
お
見
舞
い
の
予
定
を
た

て
ら
れ
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
の
面
会
時
間
は
、
平
日
は

午
後
３
時
か
ら
８
時
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
・

祭
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
時
間
以
外

の
お
見
舞
い
は
、
患
者
さ
ん
の
治
療
・
安

全
の
た
め
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
止
む
を
得

ず
面
会
時
間
以
外
に
お
見
舞
い
に
来
院
さ

れ
た
時
に
は
、
必
ず
病
棟
の
看
護
セ
ン

タ
ー
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
部

　

看護週間催しのお知らせ

　５月１２日はナイチンゲールの誕生日です。この日を「看護の日」と定め、全国

各地で様々な催しが行われます。

　当院においても看護週間に各種催しを行う予定です。多くの人に看護の心を理解

していただき、健康づくりに役立てていただけるような機会にしたいと思います。

　詳細は後日ポスター等でお知らせいたします。どうぞお気軽にご参加ください。

＜看護週間　　５月８日 （月） ～１２日 （金） ＞



次号は、第６０号　平成１８年　７月１日発行です。

お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階ｴﾚﾍﾞｰﾀ横

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口

連絡先　 Tel 03-3972-1001      Fax 03-3972-1031
　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp



当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅北口　　徒歩３分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩12分
　　　　バス　■中野駅北口より江古田駅行（関東バス）　　　

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘2-41-1

　Tel．03-3972-1001　
　Fax．03-3972-1031

★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

耳鼻咽喉科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付 当直医常時３名体制　

　　　（内科／外科系／産婦人科） ｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋﾟﾀﾙ｣：第５９号
平成18年4月1日発行　（年4回発行）
発行／編集
財団法人東京都医療保健協会

練馬総合病院　広報委員会




